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日本の美術館で展示作品の撮影禁止という“常識”が、近年変わりつつある。背景にあるのは、手軽

に撮影できるスマートフォンの普及や、インターネットの会員制交流サイト（ＳＮＳ）での情報拡

散を期待する美術館の思惑。作品保護や観客への迷惑回避などの課題もあるが、関係者は「時代の

流れで、今後も増えていくだろう」とみる。 

 

 国立国際美術館（大阪市北区）で開催中の「ライアン・ガンダー展」（７月２日まで）。ユニークな

現代アートが並ぶ会場で、若者らはスマホ片手に作品をクローズアップで撮ったり、展示空間をバ

ックに「自撮り」したりしながら楽しむ。 

 

 同館は昨年の「森村泰昌展」などでも撮影を許可。撮った画像にコメントを付け、ＳＮＳへ投稿す

る人も多かったという。「ネットの口コミ効果は期待している。写真映えする現代美術と、インスタ

グラムなどビジュアルなＳＮＳは相性がいい」と同館の広報担当、山本淑子（よしこ）さん。「作品

を撮って、ネットで共有する楽しみ方が今風なのでは」とみる。 

 

 ＳＮＳで盛んに情報発信されることは人気を後押しする。東京の国立新美術館で今春あった「草

間彌生（やよい） わが永遠の魂」展では会場の一部で撮影を許可。インスタグラムで「＃草間彌生

展」「＃草間彌生わが永遠の魂」とハッシュタグが付いた投稿は３万件を上回り、入場者数は５０万

人を超えた。 

 

 欧米では撮影自由な美術館が多く、「外国人旅行者だけでなく、日本の美術ファンから『なぜ撮影

できないのか』と聞かれることも」と国立国際美術館スタッフ。こうした要望も撮影許可の流れを

推し進める。 

 

 神戸市立博物館（同市中央区）で昨夏開いた浮世絵展「俺たちの国芳 わたしの国貞」で撮影を許

可した理由は、浮世絵を所蔵する米ボストン美術館からの提案だった。神戸市立博物館の塚原晃学

芸員は「日本人はクラシックの演奏会のように会話もせず、静かに見なければならない、との思い

が強すぎるのでは。欧米のように楽しく気軽に鑑賞できる雰囲気があってもよい」と話す。 

 

■マナー、作品保護に課題 

 館内撮影“解禁”には、著作権保護や安全性の維持、他の観客への迷惑回避などの課題がある。美術

館には「スマホのシャッター音が気になった」「撮影に夢中の人とぶつかった」などの苦情が寄せら

れたほか、海外では撮影中に誤って作品を傷つけた例もあるという。 

 美術館側も問題解決のため、撮影エリアを限定したり、監視員を増やしたりして対応。三脚など

を用いた本格的な撮影は断る。 
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美術館の展覧会には、期間やテーマを設けた「特別展・企画展」と、館所蔵のコレクションを並べ

た「常設展」がある。 

 

 著作権切れの名画を多数所蔵する海外の美術館では常設展が展示の中心で、撮影可能な場合が多

い。パリ・ルーブル美術館でもダビンチの「モナリザ」やギリシャ彫刻「サモトラケのニケ」の前で

記念撮影する観光客が絶えない。 

 

 日本では特別展の比重が高く、海外で撮影できる作品が来日しても保護などの理由で撮影を認め

てこなかった。観客が殺到し行列になるような特別展では、撮影ＮＧの状況は続くとみられる。 

 

 しかし、常設展・コレクション展では近年、写真撮影を認める例が増え、兵庫県立美術館（神戸市

中央区）や京都国立近代美術館（京都市左京区）でも一部作品を除き、撮影は自由だ。 

 

 

 

 

 

＜考察＞ 

 日本の美術館は、著作権の管理が過度に厳格であり、アンチコモンズの悲劇的な状況にある。立

法による対応（フェアユースの導入）が進まない中、事業者が自己の著作権を弱める動きがある。 


